
平成23年３月橋本市議会定例会会議録（第４号）その５ 

平成23年３月10日（木） 

                                          

 

 日程第28 議案第13号 平成23年度橋本市

一般会計予算について 

○議長（中西峰雄君）日程第28 議案第13号

平成23年度橋本市一般会計予算について を

議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 便宜、予算説明書により歳出から款別に行

います。 

 44ページをお開きください。 

 まず、１款、議会費、44ページから47ペー

ジまで質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に、２款、総務費、46ページから95ページま

で質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に、３款、民生費、４款、衛生費、94ページ

から151ページまで質疑ありませんか。 

 12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）済みません。103ページ

でお願いします。 

 上のほうの扶助費で、日中一時支援事業扶

助費で600万円ですか、これはどういう事業な

のか教えていただきたいんですけども、それ

ともう一点、次の105ページの19の負担金補助

及び交付金で、老人クラブ強化推進支援事業

補助金ということで120万円が出ておるんで

すけども、この二点について具体的にお教え

願いますか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）まず、地域生

活支援事業に要する経費のうち、扶助費、日

中一時支援事業扶助費について説明いたしま

す。これは、療育手帳所持者を対象に、日中

における活動の場を提供するという事業で、

障がい者を日常的に介護している家族の一時

的な休息を目的とするために行うものでござ

います。事業所につきましては、市の指定を

受けた七つの事業所があります。今年度は、

利用者として月約20名を予定しておりまして、

一人当たり月２万円の予算でございます。そ

れで、600万円ということになっております。 

 それと、老人クラブの強化推進支援事業補

助金でございますけれども、これは市内の老

人クラブのうち人権啓発活動の推進事業に取

り組んでおられる24のクラブに対して１クラ

ブ当たり５万円の活動助成をする事業でござ

います。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 ４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）103ページですけども、

扶助費、介護給付費とあるんですけども、こ

れは請求を受けて、それで介護事業者に支払

うということですかね。そういう内容ですか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）大変失礼しま

した。 

 介護保険事業のうち、居宅介護とか行動援

護、生活介護、児童デイサービス、短期入所、

いうような10事業があるんですけれども、こ

れは議員がおっしゃるとおり、利用されて初

めて請求が来まして、それに対する給付費で

ございます。 

○議長（中西峰雄君）４番 松浦君。 

○４番（松浦健次君）マスコミで報道されて

いるんですけども、何というのか虚偽の請求
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とかそういうことにはないんですか。それと

も、あるかないかどういう方法で把握してい

るんですか。性善説に立って、そういう虚偽

の請求が全くないと言い切れますか。無駄な

出費ということだったら、削減せないかんと

思いますので、その辺の対策というか対応は

どのようにとられてますかね。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）それぞれの介

護の事業所につきましては、県の監査、新年

度から一部市のほうへ監査事務が移管される

んですけれども、県の職員、市の職員、事業

所の立ち入り検査をやっております。それと、

利用者から通告がある場合もあります。その

場合については、どういうサービスを、実際

に請求額と本人の受けたサービスとの整合に

ついてチェックさせていただきます。それと、

各施設とか事業所では、ヘルパーとかがおり

ますので、どの担当者に介護のサービスを受

けたか、聞き取りいたしまして、タイムカー

ド等もチェックさせていただくことになって

おります。これまでは、サービス利用者から

請求額と若干おかしいということで、通報も

いただいた件があります。それについては、

事業所の立ち入り検査等を行っておりまして、

事情聴取して不適切な場合があれば、是正措

置をとらせていただいております。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西峰雄君）４番、答弁もれの指摘

願います。 

○４番（松浦健次君）そういう場合には、ど

ういうふうな形で対応されているんですか。

要するに、やってないのにやったというのは

詐欺でしょ。そういうことを告発とか、ある

いは免許の取り消しとか、そういうことをや

っているんですか。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）免許の取り消

しとかそこまでいった場合はありません。是

正指導で終わっております。是正指導した場

合には、後日の確認まで行っております。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）衛生費も入るんです

か。 

○議長（中西峰雄君）衛生費も入ります。 

○14番（土井裕美子君）はい。 

 135ページから137ページにかけて、予防接

種に要する経費の中で、２ページに分かれて、

ヒブと小児用肺炎球菌、子宮頚がん各ワクチ

ンの予防接種費が分けて計上されているかな

と思うんですが、今、国のほうではヒブと小

児用肺炎球菌に関する予防接種を行った後で、

混合の接種でちょっと死亡者が出ておりまし

て、一時接種を見合わせるというような方針

が出ておりますが、まず一点目、本市として

はどのようにこれを対応されるのかというこ

とをお聞かせいただきたい。私としましては、

今の段階では因果関係がなかなか見つけられ

ないということでございましたが、混合で接

種した場合にそういう状況が起こっていると

いうような気もいたしますし、その辺の認識

をどのようにされるのか、混合でされるのか、

一つずつを分離してされるのかということと、

それと、ヒブに関しては、多分もう既に乳幼

児、小さい子どもたちは何回かに分けて、１

回目と２回目という形で、年齢差をもってず

っと継続してこの接種はされているわけです

けれども、23年度から予算化をされまして、

例えばあと１回打ったらヒブの効果が上がる

んだよという方がいらっしゃるわけですね。

その方たちは、多分待ってらっしゃると思う

んです。自分の自費で払うのか補助金の申請

でどうなるのかということで、その場合、23

年度４月当初から予防注射をしたら、後で領

収書を見せると返ってくるとか、そういう措
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置をどのようにされるのかという点をお聞か

せいただきたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）予防接種のこ

とでお聞きですけれども、今問題になってお

りますのは、ヒブワクチン、小児用肺炎球菌

ワクチン、これで、今日現在私が聞いており

ますのは、６名の子どもさんが死亡されてい

るということで、きのうまでは５人と聞いて

いたんですけども、きょうは新たに１名が追

加されたようでございます。この５件につい

ていいましたら、２月から３月の間にワクチ

ンの同時接種後に亡くなった事例が５件報告

されておりますため、厚生労働省よりヒブワ

クチン、小児用肺炎球菌ワクチンの接種を調

査結果が出るまで一時見合わせるようにとい

う発表が出ております。これは、３月５日以

降、見合わせるということです。 

 ３月８日に、厚生労働省の安全対策調査会

の子宮頚がん等ワクチン予防接種後副反応検

討会が開かれまして、その因果関係について

検討が行われましたが、現時点ではワクチン

と死亡の因果関係が確認できないとして、引

き続き情報収集するとして、一時見合わせは

継続すると、打つことをしばらく見合わせる

ということは、現在は継続するということを

聞いております。再開の見通しについては、

現在未定ということです。 

 このことについては、４月広報でお知らせ

することにしております。また、接種を再開

する場合につきましても、決定の方針が出次

第、広報させていただくことになっておりま

す。 

 それと、既に受けておられる方の対応なん

ですけれども、ちょっとややこしいんですけ

れども、子宮頚がんワクチンの予防について

なんですけれども、これは公費助成が全国的

に広まりまして、供給量が現在追っつかない

ということで、ワクチン不足になっておりま

す。このため、既に接種を開始している方の

２回目、３回目分のワクチンの確保をする必

要があるため、その方たちを優先して接種し

ていくということで、初回の方については控

えるよう厚生労働省から通知が出ております。

再開の見通しについては、７月下旬か８月上

旬になるであろうと、そういう見通しが示さ

れております。これについても、接種の見通

しがつき次第、広報あるいは個別案内で、子

宮頚がんワクチンについては個別通知させて

いただくことにしております。 

 予算については、当然やるという方向で新

年度予算は組ませていただいております。そ

の予算についてですけれども、これは137ペー

ジにあります委託料、予防接種委託料、これ

で１億551万1,000円、これがそうでございま

す。 

（「議長、答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君、答弁も

れ指摘願います。 

○14番（土井裕美子君）済みません。ちょっ

と私の言い方がわかりにくかったかもしれな

いんですけれども、子宮頚がんにしても、厚

生労働省からの通達というのはわかったんで

すが、ヒブをあと１回だけ接種すれば、結局、

自分ところの子どもは脳髄膜炎から救われる

んだということで、保護者があと１回どうし

ても接種をしたいということで、４月当初に

接種をされるとしますよね。そのときに、市

としては、接種をされたお金を領収書で後で

返金されるということは考えてらっしゃるん

ですかということを言ったんです。それと、

同じような形で、１回目は子宮頚がんワクチ

ンはなるべく控えてくださいということであ

っても、何らかの形で４月当初に打たれて、

領収書で還付してくださいというケースがあ

り得るんじゃないかなと思うので、その点に
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ついてはっきりしといたほうが、市民の方に

もわかりやすいのではないかなと思うので、

その辺のところです。ほんで、今、広報でと

おっしゃいましたので、それも含めて広報さ

れるのかなということも、それは済みません、

聞いてませんけど、最初の還付金があるのか

どうかということ。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）あと１回とい

う方につきましても、現在接種について見合

わすということで検討されておりますので、

因果関係が出次第、再開していいとするなら

ば、厚生労働省のほうから再開通知が来ると、

私はそういう理解でおりますけれども。 

 それと、先ほど委託料のみ言いましたけれ

ども、135ページ、その１ページ前に医薬材料

費というワクチンの購入費用も予算計上して

おりますので、申し添えます。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）137ページの1406の19、

負担金補助及び交付金で、犬の避妊助成補助

金80万円と出とるんですが、この制度があり

まして、結構野良犬というのがほとんどいな

くなってきとるんですけども、何年か前まで

は猫の去勢の補助金が出ておったと思うんで

す。それがなくなってから、最近特に捨て猫

といいますか、そういう被害がたくさん出て

おる、僕も何件か聞いておるんですけども、

犬と比較して猫の分がなくなっておるんです

けど、その辺、対策も含めてどのように考え

ておられるのか。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（井浦健之君）もともと犬と猫と

の避妊と去勢の手術等の補助金があったわけ

ですけども、なくならした理由の一つには、

犬にしてでも猫にしてでも愛玩動物であると

いうことと、基本的には飼い猫なり飼い犬の

繁殖を防ぐという立場で使用したいといった

経緯があるわけでございます。特に、その後

野良猫が増えてきとるということは、我々の

耳にも入ってきておるわけでございますけど

も、その捕獲用のおりを幾つか購入しまして、

そういったご相談があったときには、野良猫

の捕獲用のおりを貸し出させていただきまし

て、捕獲をしていただくと。そして、それを

保健所に持って行っていただくといった形で

の啓発をさせていただいておるような次第で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）12番 辻本君。 

○12番（辻本 勉君）その対策はわかるんで

すけど、市としてほんと環境整備からいって

いったら、犬はやっているけど、猫はしてな

いので、これだけ野良猫が増えてくると、や

っぱり犬、猫という形で助成をしていく、同

じ家庭で飼われている動物なので、せやから

なんで猫だけ省くんかなと、犬、猫が中心や

と思いますので、そんな中で捨て猫がかなり

増えてきて、環境を悪化しているということ

になれば、僕は、当然、犬、猫で復活してや

るのが普通ちがうかなと思うんですけども。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（井浦健之君）今答弁を差し上げ

たとおり、基本的には飼い猫なり飼い犬とい

う形の中で補助金を出しておるわけです。犬

の場合は、畜犬登録といいまして、狂犬病予

防法にのっとりまして登録をしていただきま

すので、飼い犬であるのか野良犬であるのか

ということは判断がつくわけでございますけ

ども、猫につきましては、そういった制度的

なものがございませんので、飼い猫であるの

か野良猫であるのかといった状況も出てきま

すので、そういったことの中で廃止をさせて

いただいたわけでございます。ただ、先ほど

も申し上げましたように、廃止後、野良猫が
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増えてきておるという実態はあることは、

我々も承知をしておるということで、ご理解

をいただきたいと思います。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に12款、分担金及び負担金、13款、使用料及

び手数料、14款、国庫支出金、15款、県支出

金、16款、財産収入、17款、寄附金、10ペー

ジから31ページまで、質疑ありませんか。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に、５款、労働費、６款、農林水産業費、７

款、商工費、152ページから183ページまで、

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に18款、繰入金、19款、繰越金、20款、諸収

入、21款、市債、32ページから43ページまで、

質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に、８款、土木費、９款、消防費、184ページ

から217ページまで質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、歳

入を終わります。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に10款、教育費、216ページから273ページま

で、質疑ありませんか。 

 それでは、一般会計予算全般について行い

ます。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  23番 井上君。 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に11款、災害復旧費、12款、公債費、13款、

諸支出金、14款、予備費、274ページから277

ページまで、質疑ありませんか。 

○23番（井上勝彦君）211ページ、消防でちょ

っと聞いておきます。 

 211ページ、18節、それから213ページの18

節の一番上の自動車購入費の内訳を聞かせて

ほしいのと、それから、15節の北消防署の新

築工事費ですが、これの内訳をちょっと聞か

せてください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、歳

出を終わります。 

 引き続き歳入に入ります。 ○議長（中西峰雄君）消防長。 

 ４ページをお開きください。 ○消防長（神谷重廣君）井上議員のおただし

の18節、備品ですけれども、213ページでよろ

しいですか。3,500万円の件につきましては、

消防署北署用の消防車です。 

 １款、市税、２款、地方譲与税、３款、利

子割交付金、４款、配当割交付金、５款、株

式等譲渡所得割交付金、４ページから７ペー

ジまで、質疑ありませんか。  それと、もう一点は15節でしたかな、18節、

あ、済みません。211ページの15節、工事費で

すね。工事費につきましては、北消防署の建

築工事費、電気工事費、建築設備工事費等を

含んでおります。新築工事の分です。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、次

に６款、地方消費税交付金、７款、ゴルフ場

利用税交付金、８款、自動車取得税交付金、

９款、地方特別交付金、10款、地方交付税、11

款、交通安全対策特別交付金、８ページから11

ページまで、質疑ありませんか。 

 18節の備品購入費につきましては、213ペー

ジの冒頭にあります庁用器具費ということで、

北署用の器具費と消防車購入費ということ
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で3,500万円、北署用の消防車であります。 

 それでよろしいでしょうか。 

 211ページの備品購入費3,000万円につきま

しては、消防団のポンプ自動車と小型動力ポ

ン プ つ き 全 自 動 消 防 車 ２ 台 分 の 3,000万

円、 800万円が２台の 1,600万円と消防車

の1,400万円で3,000万円予算計上しておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）23番 井上君。 

○23番（井上勝彦君）よくわかりました。 

 それは、どことどことの消防自動車ですか。

それはまだ未定か。決まっとるけども、その

優先順位があるさかい、未定と言うかもわか

らんし、決まっておれば、もう言うてもうた

らええし。 

○議長（中西峰雄君）消防長。 

○消防長（神谷重廣君）その消防車の配備先

につきましては、消防ポンプ自動車について

は伏原に予定しております。それと、全自動

の小型ポンプつき自動車につきましては、向

島と胡麻生地区の２箇所でございます。 

 以上でございます。 

 済みません。先ほど3,500万円て、ちょっと

北署の消防車と言うたんですけど、救急車の

間違いでございます。済みません。 

○議長（中西峰雄君）消防車ではなく、救急

車ということでご理解願います。 

 ほかにありませんか。 

 14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）229ページの13、委託

料、15、工事請負費のところで、隅田小学校

の耐震補強及び大規模改造設計管理委託料と

いうのが出ているんですが、西部小学校、城

山小学校などと比べましても大分金額が多い

ように思いますが、だいたいざっとわかる程

度でいいので、どのような形で考えられてい

るのか。耐震だけじゃなくて、大規模改造と

いうところは、やはりトイレですとかそうい

う水回りも含めてのことなのか、ちょっとお

聞かせいただきたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）隅田小学校の耐震

補強工事２億3,614万9,000円につきましては、

これが、ほとんど２億円が耐震補強工事でご

ざいまして、今ご指摘の大規模改修につきま

しては、約3,600万円が大規模改修ということ

で、23年度はそのようになっております。全

体計画としては、23年度以降26年の間である

んですが、今のところ3,600万円という状況で

す。この隅田小学校の耐震補強工事の内容に

つきましては、耐震壁及びアウトフレームの

増設、耐震スリットの増設等による耐震補強

並びに屋根、カサキ等の改修を行うものが主

でございます。 

 以上です。 

〔「大規模の」と呼ぶ者あり〕 

○教育次長（西本健一君）ちょっと大規模改

修の内容については把握してございません。

その内容につきましては、後ほど申し上げま

す。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）約２億円が耐震のフ

レームというかそういうのにかかって、あと

の３千何百万円かが大規模改修の一部という

ことですが、それにトイレ、水回りが入って

いる云々というのは、まだわからないという

ことですか。 

 それと、引き続き26年度まで続いて行うと

いうご答弁でよろしかったですか。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）そのとおりでござ

いまして、２億円が耐震補強工事で、約3,600

万円が大規模改修工事です。 

 そして、その内容につきましては、ちょっ

と後刻報告させていただきまして、全体的に
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は大規模改修工事につきましては、別の年

度、24年度以降で対応するということになっ

ております。 

○議長（中西峰雄君）20番 中上君。 

○20番（中上良隆君）ゴルフ場の利用税に関

係して、ちょっとお聞かせ願います。 

 市民ゴルフも何年か続いとるんですけど、

その中で補助金が出ているんですけど、なぜ

予算計上されないでおるのか、ちょっとお聞

かせください。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）市民ゴルフの補助

金は、交際費にあったと思います。以前は、

何十万円というような金があったと思います

けども、一昨年ぐらいから３万円ということ

でなってございます。昨年度は、ちょっとも

ういいということで不用額になったんですけ

ども、今年も３万円は上げております。 

○議長（中西峰雄君）20番 中上君。 

○20番（中上良隆君）本当に微々たるお金で

計上できないのかわかりませんけども、ゴル

フ場利用税2,700万円計上されております。本

来なら、業務の中でも徴収業務も要らないし、

黙っておっても入ってくるお金ですわな。滞

納もないし、そうでしょ。そこで、ほんま言

うたら、事務局も市で持たなければいけない

ぐらいの300人からの参加者があって、されと

る大会なんですよ。それをボランティアでさ

れていて、まして市長が表彰式に出て、あい

さつもしてする中で、たった３万円ぐらいの

金額で大きな顔して市長も気の毒と思うんで

すよ。そこら、もう少し何とか予算計上、こ

の予算書に計上して、ほかの補助金と違って

市民に対しての説明もつくと思うんです

よ。2,700万円からの利用税って入っとるので

すよ。この間もちょっと橋本カントリーの社

長に聞いたら、それでもほとんど大阪の方が

利用税を払ってますと。そういう状態の中で、

市民が年に１回のゴルフ大会ぐらい、もう少

し大きな気持ちで、市長も大きな顔してあい

さつできる環境をつくっていくのが当たり前

じゃないかと思うんですけど。 

○議長（中西峰雄君）財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）中上議員のご質問

にちょっとお答えしたいと思いますけども、

まず、ゴルフ場利用税交付金というのが、そ

もそも大会の補助金とは別なものと考えてい

ただきたいんですけども、ゴルフ場利用税交

付金というのは、本来の目的といいますのが、

ゴルフ場がある所在地の市町村が、当然ゴル

フに来られる方が他府県からも来られるし、

県内の方も来られるんですけども、周辺の道

路整備ですとか雨水対策とか土砂流出とかと

いうその辺の対策のために利用税をとってい

るわけで、本来、目的といいますのが、利用

したから、補助金とは別なものということで

考えていただきたいんです。そもそもの利用

税というのは、目的はそこにありますので、

その辺をまずご理解だけをいただきたいと思

いますので。 

○議長（中西峰雄君）答弁もれの指摘の前に、

先ほど20番議員はもっとご配慮いただけない

のかという質疑でございましたので、これに

ついては答弁願います。 

 企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）今さっき、市長の

交際費と言いましたけど、報償費、市長の交

際費に近いものですけども、報償費というこ

とで、ほかの記念品代ということで同じよう

に考えてますので、これはちょっと限界があ

るのかなということで思っております。ただ、

利用税といいましたように、どれだけのとい

うことになりましたら、それはちょっと市に

貢献というのはおかしいですけども、という

こともありますけども、こういう行財政改革

をしている中で、一度ほかの補助金とかそん
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なんで考えれるか考えれへんか検討はさせて

いただきますけども、する約束はちょっとで

きません。 

○議長（中西峰雄君）20番 中上君。 

○20番（中上良隆君）一番聞きたいのは、予

算計上できるかどうか聞きたいんです。 

○議長（中西峰雄君）暫時休憩いたします。 

（午後２時10分 休憩） 

                     

（午後２時10分 再開） 

○議長（中西峰雄君）再開いたします。 

 副市長。 

○副市長（清原雅代君）これは、木下市長が

市長になられる前からついていた報償費の中

の項目であります。私が記憶しておりますの

は、もう少し金額も多かったのかなと思うん

ですけれども、いろんな議論の中で行財政改

革を進めていく上で、ゴルフを楽しむ方々の

いわゆる記念品代として使われているという

ことですが、いろんな議論の中で、そこに対

して補助金をというのは、いろんなものを縮

小していく中で、なかなか難しいなというと

ころで、金額をちょっと削減させていただき、

主催者の方にもご説明をさせていただいた経

緯がございます。したがいまして、市民にい

ろんなご負担をお願いしている中で、この補

助金を拡大していくというのは、現時点では

非常に難しいかなと考えております。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

 11番 岩田君。 

○11番（岩田弘彦君）一般会計の当初予算全

般でということで、繰入金の部分でかなり増

えていると、説明にも特に繰入金や市債につ

きましては、大型公共事業の実施に伴い、投

資的経費が大幅に増大するため、その財源と

して基金から繰入金や市債の増額となってご

ざいますという説明があったんですが、お聞

きしたいのは、その繰入金の中で財政調整基

金からの繰り入れが２億2,400万円、財政調整

基金を執行したら、あとどのぐらいになるの

か。 

 それと、地域づくり基金繰り入れが１

億6,500万円ということで、地域づくり基金と

いうのは、確か合併特例債で16億円ほど積ん

だという、これはある程度期間がないと崩し

ていけないとかあって、崩し方でもちびちび

ちびちび崩していくのか、きちんとやっぱり

それはこれからの財政運営上きちんとキープ

した中で運営していける財政計画を今後して

いってしていくのか、地域づくり基金って、

まあいえば自由度の高い基金ですから、そこ

の部分はある程度、全体予算の５％ぐらいは

キープしながら財政運営していくとか、そう

いうのにしとかんと全部使い切ってしもて、

次の市長は難儀せんなんというのもかなわん

ので、この辺もやっぱり、地域づくり基金に

ついてはあとどのぐらいあって、使い方につ

いてはどのような基本方向で崩していってる

のか、その２点、繰入金についてはお伺いし

ます。 

 それと、市債のほうで、合併特例債９

億3,660万円を発行するということですが、合

併特例債の後、この予算を執行した後、どの

ぐらい起債できるのが残っているのか。その

点についてお伺いします。 

○議長（中西峰雄君）財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）岩田議員のご質問

にお答えします。 

 まず、一点目の財政調整基金でございます

けども、平成23年度で３億7,800万円の取り崩

しを予算化しておりまして、最終的、23年５

月末でいいますと、基金残高は５億8,474

万8,000円となる見込みでございます。ただし、

平成22年度におきましてでも、３月補正でも

若干落とさせていただいておるんですけど、

最終決算の段階でさらに予算額よりも少ない
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額で基金の取り崩しができると思っておりま

す。財政調整基金につきましては、少なくと

も21年度末約10億3,000万円あったんですけ

ども、22年度末でも10億3,000万円は確保した

いと考えております。したがいまして、23年

度でも一応当初予算では３億7,800万円予算

化しとるわけでございますけども、決算段階

におきましてはできるだけ約10億円に近い額

を残せるかなというように考えてございます。 

 それから、地域づくり基金でございますけ

ども、議員がおっしゃったとおり、地域づく

り基金は合併特例債を活用した基金でござい

まして、現在約16億5,000万円、16億5,398

万5,000円が現在残高として残ってございま

す。地域づくり基金につきましては、取り崩

しに関しての制約がございまして、前年度で

元金を返した分が翌年度で取り崩しできると

いうルールがありますので、22年度で約１

億6,500万円の元金を償還している関係上、23

年度１億6,500万円を取り崩したということ

になってございます。特に、今回23年度から24

年度にかけて、非常に大型公共事業が多いと

いうことで、財源がやっぱり不足してくる状

況でございますので、地域づくり基金をルー

ルにしたがって、１億6,500万円を取り崩させ

ていただいたと、それから、24年度につきま

しても、やはり１億6,500万円を取り崩さざる

を得ないと現状では考えております。ただ、25

年度以降につきましては、大型公共事業が完

了してきますので、地域づくり基金の取り崩

しにつきましては、できるだけ抑えて将来に

残していきたいというように考えてございま

す。23年、24年の２カ年は取り崩す予定でお

ります。 

 それから、合併特例債でございますけど

も、23年度で約30億2,760万円の合併特例債を

発行する予定でおります。今現在の22年度の

最終見込みでございますけども、65億3,120

万円が残るということになりますので、23年

度で合併特例債30億円を活用したら、24年度

以降が残り約35億円ということになるかと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）11番 岩田君。 

○11番（岩田弘彦君）済みません。最初の金

額、私はこの表を見るときに増減分だけを言

うてましたので、失礼いたしました。訂正い

たします。 

 要は、何を言いたいかというと、地域づく

り基金のほうにつきまして、やむを得ずとい

うのはいいんですけど、それと償還分だけ使

えるというのはわかっていますのでいいんで

すけれども、できるのであれば、合併特例債

が使えなくなったときに必要な大型なものが

あるときに使うべきものやというふうに、私

は解釈したほうがいいと思います。ですので、

現状でいきますと、まあいえば５％の市負担

分と償還分を足しますとだいたい３分の１ぐ

らい、自分とこで返していかんなんというの

は、原則的にいいますと、合併効果でそれを

用意して特例債を活用すると、借金が増えな

いよという説明やったと思いますからね。な

るべくそれに忠実にやっていかないと、財政

運営が甘くなると私は思いますので、合併特

例債がなくなってからせんなん事業も絶対あ

りますので、地域づくり基金についてはその

ために積んであるという認識を持っていただ

きたいというのがありますので、それでよろ

しくお願いしたいと。財政調整基金につきま

しては、10億円はキープするんやというお考

えですので、なるべくキープしていただいて、

いつ何が必要になるかわからないので、そう

いう財政運営をしてください。 

 もう一点聞きたいのは、かなり投資的経費

が増えてますので、この年度が終わったとき

に橋本市の借金の総額、この間の説明、今
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で590億円ぐらいかな。この予算執行したら、

その総額はどうなるのかというのと、将来負

担比率については、どのようになると予想さ

れているのか、うちの財政課はしっかりして

おりますので、悪い答えは返って来ないとは

思うんですが、安心する意味で、予想でも結

構ですのでその辺をお答えください。 

○議長（中西峰雄君）財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）まず、起債の現在

高でございますけども、全会計ベースで申し

上げますと21年度末で583億8,141万2,000円

でございます。22年度の現在高見込みで、当

初予算書にも289ページに起債の現在高に関

する調書を載せているんですけども、この22

年度現在高見込みの中には、３月補正で減額

した分を含めておりませんので、トータル

で596億2,942万2,000円の見込みということ

になってますけども、現実にはそこから５

億4,392万6,000円をさらに引いた額というこ

とになりますので、結果的には590億8,500万

円程度の市債現在高になろうかと思っており

ます。当然、23年度、24年度、大型公共事業、

投資的経費が非常に膨らんでおるわけで、そ

うなりますと、合併特例債を中心に市債を借

りていくということになりますので、市債の

現在高自体は上昇傾向になります。24年度も

同じでございます。23年、24年で大型公共事

業が集中しておるということの中で、その２

年を経過すれば市債の現在高が逆に減ってい

くということになりますので、24年が一番ピ

ークになって620億円ぐらいまでにはなろう

かと考えております。 

 それから、将来負担比率ですけども、将来

負担比率も同じようなことになるわけでござ

いますけども、当然市債の現在高が増えてい

けば将来負担比率も上昇するということにな

ろうかと思います。ただ、将来負担比率につ

きましては、現在168％ぐらいでしたか、なっ

ておるんですけども、財政早期健全化団体

が350％ですので、そこまでになるようなこと

は絶対ありません。同じように23年度、24年

度で将来負担比率は上昇するということにな

りますけども、それも25年度以降は徐々に下

降傾向に入っていくということになりますの

で、一時的には将来負担比率につきましても、

また市債現在高につきましても、上昇はする

ものの将来的には下降していくということに

なろうかと思います。 

（「答弁もれ」と呼ぶ者あり） 

○議長（中西峰雄君）11番、答弁もれ指摘願

います。 

○11番（岩田弘彦君）その将来負担比率、今、

だいたい170％、160何％、それぐらいですけ

れども、23年度、24年度は200％ぐらいに、そ

の数字的な予想というのはされてないのかな

と、さっき数字的なものを聞かせてもうたん

だけど、その辺。なんでかというたら、特例

債を使うほど、市の返さんなん分は少なくな

る。臨時財政対策債も100％国が面倒みるんや

さかいね。その発行額が多なるということは、

総額は増えるけども、市の返さんなん分は減

るわけですから、その辺も将来負担比率にな

るので、だいたいどのぐらいになるのであろ

うという予想のもとに財政運営したほうが、

長期展望したほうがいいと思うので、数字的

にどのぐらいになると予想されているのかと

いう、その数字がほしかったんですが、それ

が一つ答弁もれということでお願いできます

か。 

○議長（中西峰雄君）財政課長。 

○財政課長（北山茂樹君）将来負担比率の数

字的なということですけども、全会計ベース

での、全会計プラス一部事務組合、第３セク

ターすべて含めての将来負担比率という計算

になりますので、計算上はまだ具体的にどれ

ぐらいになるかということは見込んでおりま

－144－ 



せんけども、全会計ベースでいいますと、一

般会計は確かに増えるわけでございますけど

も、病院事業会計等々、償還をどんどん進ん

でおりますし、既に広域のほうも今度から償

還に入っていくということになりますので、

大幅に増加するというようなことはあまり思

ってはおりません。ただ、率をいくらかと言

われても、まだそこまでは計算してございま

せん。 

○議長（中西峰雄君）先ほどの14番 土井君

の質疑に対する答弁をいたさせます。 

 教育次長。 

○教育次長（西本健一君）先ほど失礼いたし

ました。 

 229ページの隅田小学校の大規模改修の内

容につきまして報告いたします。 

 先ほど申し上げました屋根、カサキの修理、

それから外壁の塗装というのが約3,600万円

の大規模改修の23年度の内容でございます。

それと、24年度以降につきましては、同じペ

ージにあります隅田小学校大規模改造工事設

計委託料823万7,000円で、24年度以降の設計

委託をしまして、その詳細を決定する予定で

ございます。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（上田敬二君）私も土井議員

のワクチンの質問で、ちょっと説明し切れて

ない部分がありますので、再度答弁させてく

ださい。 

 135ページと137ページなんですけれど

も 、 135ペ ー ジ につ い て は医 薬 材 料費 １

億2,517万7,000円という予算がありますけれ

ども、このうち子宮頚がん、ヒブ、小児用肺

炎球菌のワクチン代として１億767万7,000円

でございます。このほかにも、３種混合とか

ポリオとかそういうワクチンが含まれており

ま す ので 、 そ の部 分 に つい て は １億 767

万7,000円です。 

 それと、その次の137ページの予防接種委託

料なんですけれども、１億552万7,000円のう

ち子宮頚がん、ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチ

ンの委託料につきましては、5,601万1,000円

になります。それと、ワクチンの回数、すべ

てやるのかということでお聞きされたかと思

いますけれども、これにつきましては、子宮

頚がんについては中学校１年から高校１年生

の女子、３回とか、ヒブワクチンについては

生後２カ月から４歳、これは生後何カ月であ

るとか何歳であるとか、初年度でに打つ回数

が決められております。肺炎球菌も同じこと

でございますけれども、これらの初年度の打

つ回数が決められております。肺炎球菌も同

じことでございますけれども、これら初年度

対象者の全量を見込んでおりまして、ヒブに

ついては4,330人分、小児用肺炎球菌について

は4,830人分、これはヒブと数字の比較で500

人多いんですけれども、１歳代で２回打つと

いうことで500人増えております。それと、子

宮頚がんについては4,050人、この方の予算を

見込んでおります。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第13号に

ついては、９人の委員をもって構成する平

成23年度予算審査特別委員会を設置し、これ

に付託の上、審査することにいたしたいと思

います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中西峰雄君）ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第13号については９人の委員

をもって構成する平成23年度予算審査特別委
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員会を設置し、これに付託の上、審査するこ

とに決しました。 

 平成23年度予算審査特別委員会委員の選任

については、委員会条例第８条第１項の規定

により、議長より指名いたします。 

 １番 岡君、３番 富岡君、６番 清水君、

８番 岡本君、10番 松本君、13番 瀧君、17

番 山田君、21番 上久保君、24番 中西健

君、以上９人を指名いたします。 

 暫時休憩いたします。 

（午後２時30分 休憩） 

                     

（午後２時50分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 この際、報告いたします。 

 先ほど設置されました平成23年度予算審査

特別委員会委員長に中西健君、副委員長に富

岡清彦君が、それぞれ選出されました。 

 以上で、報告を終わります。 

 日程に従い、議案審議を行います。 
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